
第
三
章

収
容
定
員
（
第
五
条
）

第
三
章

収
容
定
員
（
第
六
条
）

第
四
章

教
育
課
程
（
第
六
条

第
十
七
条
）

第
四
章

教
育
課
程
（
第
七
条

第
十
八
条
）

第
五
章

卒
業
の
要
件
等
（
第
十
八
条

第
二
十
七
条
）

第
五
章

卒
業
の
要
件
等
（
第
十
九
条

第
二
十
七
条
）

第
六
章

教
育
研
究
実
施
組
織
等
（
第
二
十
八
条

第
三
十
三
条
）

第
六
章

教
員
組
織
（
第
二
十
八
条

第
三
十
三
条
）

第
七
章
・
第
八
章

﹇
略
﹈

第
七
章
・
第
八
章

﹇
同
上
﹈

第
九
章

共
同
教
育
課
程
に
関
す
る
特
例
（
第
五
十
二
条

第
五
十
八
条
）

第
九
章

事
務
組
織
等
（
第
五
十
二
条

第
五
十
五
条
）

第
十
章

国
際
連
携
学
科
に
関
す
る
特
例
（
第
五
十
九
条

第
七
十
二
条
）

第
十
章

共
同
教
育
課
程
に
関
す
る
特
例
（
第
五
十
六
条

第
六
十
二
条
）

第
十
一
章

教
育
課
程
等
に
関
す
る
事
項
の
改
善
に
係
る
先
導
的
な
取
組
に
関
す
る
特
例
（
第
七
十
三
条
）

第
十
一
章

国
際
連
携
学
科
に
関
す
る
特
例
（
第
六
十
三
条

第
六
十
九
条
の
八
）

第
十
二
章

雑
則
（
第
七
十
四
条
・
第
七
十
五
条
）

第
十
二
章

雑
則
（
第
七
十
条

第
七
十
二
条
）

附
則

附
則

（
趣
旨
）

（
趣
旨
）

第
一
条

﹇
略
﹈

第
一
条

﹇
同
上
﹈

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

３

専
門
職
短
期
大
学
は
、
こ
の
省
令
で
定
め
る
設
置
基
準
よ
り
低
下
し
た
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

は
も
と
よ
り
、学
校
教
育
法
第
百
九
条
第
一
項
の
点
検
及
び
評
価
の
結
果
並
び
に
認
証
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
、

教
育
研
究
活
動
等
に
つ
い
て
不
断
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
水
準
の
向
上
を
図
る
こ
と
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

専
門
職
短
期
大
学
は
、
こ
の
省
令
で
定
め
る
設
置
基
準
よ
り
低
下
し
た
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

は
も
と
よ
り
、
そ
の
水
準
の
向
上
を
図
る
こ
と
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
入
学
者
選
抜
）

（
入
学
者
選
抜
）

第
三
条

入
学
者
の
選
抜
は
、
学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
第
百
六
十
五
条

の
二
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
定
め
る
方
針
に
基
づ
き
、
公
正
か
つ
妥
当
な
方
法
に
よ
り
、
適
切
な
体
制

を
整
え
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
三
条

入
学
者
の
選
抜
は
、
公
正
か
つ
妥
当
な
方
法
に
よ
り
、
適
切
な
体
制
を
整
え
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

（
教
員
と
事
務
職
員
等
の
連
携
及
び
協
働
）

﹇
条
を
削
る
。﹈

第
四
条

専
門
職
短
期
大
学
は
、
当
該
専
門
職
短
期
大
学
の
教
育
研
究
活
動
等
の
組
織
的
か
つ
効
果
的
な
運
営
を

図
る
た
め
、
当
該
専
門
職
短
期
大
学
の
教
員
と
事
務
職
員
等
と
の
適
切
な
役
割
分
担
の
下
で
、
こ
れ
ら
の
者
の

間
の
連
携
体
制
を
確
保
し
、こ
れ
ら
の
者
の
協
働
に
よ
り
そ
の
職
務
が
行
わ
れ
る
よ
う
留
意
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
条

学
科
は
、
教
育
研
究
上
の
必
要
に
応
じ
組
織
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
教
育
研
究
実
施
組
織
そ
の
他
が

学
科
と
し
て
適
当
な
規
模
内
容
を
も
つ
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
五
条

学
科
は
、
教
育
研
究
上
の
必
要
に
応
じ
組
織
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
教
員
組
織
そ
の
他
が
学
科
と
し

て
適
当
な
規
模
内
容
を
も
つ
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

２

学
科
に
は
、
教
育
上
特
に
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
専
攻
課
程
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２

学
科
に
は
、
教
育
上
特
に
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
専
攻
課
程
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
条

﹇
略
﹈

第
六
条

﹇
同
上
﹈

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
昼
夜
開
講
制
を
実
施
す
る
と
き
は
、
こ
れ
に
係
る
収
容

定
員
を
、
第
七
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
外
国
に
学
科
そ
の
他
の
組
織
を
設
け
る
と
き
は
、
こ
れ
に
係
る
収
容
定

員
を
、
そ
れ
ぞ
れ
明
示
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
昼
夜
開
講
制
を
実
施
す
る
と
き
は
、
こ
れ
に
係
る
収
容

定
員
を
、
第
七
十
条
の
規
定
に
よ
り
外
国
に
学
科
そ
の
他
の
組
織
を
設
け
る
と
き
は
、
こ
れ
に
係
る
収
容
定
員

を
、
そ
れ
ぞ
れ
明
示
す
る
も
の
と
す
る
。

３

収
容
定
員
は
、
教
育
研
究
実
施
組
織
、
校
地
、
校
舎
そ
の
他
の
教
育
上
の
諸
条
件
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
定

め
る
も
の
と
す
る
。

３

収
容
定
員
は
、
教
員
組
織
、
校
地
、
校
舎
そ
の
他
の
教
育
上
の
諸
条
件
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
定
め
る
も
の

と
す
る
。

４

﹇
略
﹈

４

﹇
同
上
﹈

（
教
育
課
程
の
編
成
方
針
）

（
教
育
課
程
の
編
成
方
針
）

第
六
条

専
門
職
短
期
大
学
は
、
学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
百
六
十
五
条
の
二
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
規

定
に
よ
り
定
め
る
方
針
に
基
づ
き
、
必
要
な
授
業
科
目
を
、
産
業
界
及
び
地
域
社
会
と
連
携
し
つ
つ
、
自
ら
開

設
し
、
体
系
的
に
教
育
課
程
を
編
成
す
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条

専
門
職
短
期
大
学
は
、
当
該
専
門
職
短
期
大
学
及
び
学
科
の
教
育
上
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要

な
授
業
科
目
を
、
産
業
界
及
び
地
域
社
会
と
連
携
し
つ
つ
、
自
ら
開
設
し
、
体
系
的
に
教
育
課
程
を
編
成
す
る

も
の
と
す
る
。

２
〜
４

﹇
略
﹈

２
〜
４

﹇
同
上
﹈
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